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＜連絡事項＞

· 本日、下舘SGMは出張の為不在。

· 上司評価・異動希望書の提出は本日中に佐藤AOMまで。

＜外来患者様情報＞

· 横町　浩　　様～内科から風邪薬処方となっていると話すが、喉の痛みを訴え風邪薬希望あり。

PL顆粒とトローチが1週間分処方となっている。体温37.7℃あり。内科からはインフルエンザではないと診断されたとの事。

· 沢田　三郎　様～13日採血実施予定。睡眠も取れており、変わりないと報告。

· 久保　興介　様～コントミンへと内服変更してから吐き気は治まり、調子も良いとの事。1週間分

コントミンを処方している。「妄想がある」と話しており、音楽やギターの事を考えるとの事。担当医から、妄想ではなく想像であると説明ある。

· 田名部　一樹様～変わりない。「腸をきれいにしたい」と訴えあり、週末に下剤を飲んだ方が良い

か確認あり。本人へ任せる事を説明すると、「下剤2錠飲もう」と話している。

· 関口　禅　　様～変わりない。ナイトケア利用を希望していて件については、デイケアスタッフと

相談し、デイケア利用を継続する事としたとの事。排便のコントロールが上手く出来ておらず、バスに乗っている最中に便意があるとの事。八戸赤十字病院の主治医へは相談していると話す。

· 島浦　美千男様～「元気にやっている」と話しており、睡眠も取れているとの事。カリウムの値を

気にしているが、改善されてきている事を説明している。

· 関　　秀治　様～採血、尿検査実施。尿に潜血反応あるが、以前八戸赤十字病院受診して異常なか

った為、様子を見るよう説明。今週疲労感ありナイトケアを欠席したが、昨日のデイケア利用時にも倦怠感があったと報告。「仕事を頑張っている」と話されるため、疲労時には休んでも良い事を説明。仕事が他者と比べて遅いが、丁寧にやっているとの事で、最後まで出来ているのであれば良い事を伝えている。夜間、トイレに1度起きる事があるが、再入眠は出来ているとの事。今まで、6：30に起床していたが7：00起床するようになったと報告あり。

＜利用者様情報＞

· 宮　　陽子　様～本日8：00前に電話連絡あり、医事へ欠席の旨を連絡して欠席している。

⇒今週デイケア来所しておらず、今週の様子については、メールで関係機関へ情報提供を行っている。

· 本多　富美　様～来所時から酒臭強く、ぼんやりとした表情あり。今朝は寝坊したとの事で定時

より僅かに遅れて来所。

⇒酒臭をさせての来所は出来ない事を説明し、飲酒と内服の関係について再度説明。飲酒を行った原因について確認していく。

· 横町　浩　　様～定時に1度来所しているが、「熱があって、体調が悪いから帰る」と話され欠席。

外来受診は行っていくとの事。

· 田中　一　　様～来所時、「フラフラする」と訴えあり、血圧113/88mmHg　脈拍96回/分。夜間の

睡眠は、20時から8時まで取れたと報告あり。

⇒午後も引き続き体調を確認していく。

· 大久保　康弘様～昨夜は8時間ほど熟睡することが出来たと報告。金銭管理については、お兄様が

2回に分けて生活費を持ってきてくれる為助かっていると話す。調子は良く、

金銭管理も行えているとの事。

· 稲垣　ふき　様～体調不良訴えプログラム実施する部屋の移動は行うが、プログラムには参加しよ

うとしない。参加しないのであれば別室にて休むよう説明するが、「ここに居ないといけない」と移動は拒否している。昼食時にも体調不良を訴えるが、昼食は全量摂取している。

＜SST報告＞

デイケア

●１班
テーマ

集合時間に来ない人へ連絡した際に逆ギレされた時、どのように声を掛ければよかったのか

体験した事のある方の対応

「許してしまった」　「怒ったら絶交された」

どのように対応するべきだったか

· 前日など、前もって集合時間や場所の確認を行う

· ルールを作る（例：遅刻した場合には何かをおごって貰う）

· 予定よりも早めの時間を、待ち合わせの時間として相手に伝えておく

●２班
テーマ　朝、起きようと思うけど起きる事が出来ない

どのように工夫するか

· 目覚ましを使用する

· 起床時間になったら身体を動かす

· 部屋の暖房をつけておく

· 前日に決意を固める

· 就床前に水分を摂っておき、トイレに起きる

●３班

テーマ　趣味を広げたい（細越様出題）

どのように趣味を見つけるか

· 他者の意見を聞く（実際に参加者の意見を聞いている）
⇒全員の意見を確認後、細越様から「参考になるものは無い」との発言あり。

· 生きがいを見つける

デイナイトケア

●１班

テーマ　寒かったり暑かったりして困る

対応方法

· 衣類調整をする

⇒馬渡様から小野寺様へ、「ブラジャーはしているのか？」と質問あり。周囲のメンバーから性的であり、セクハラであることの指摘を受けている。

· ２班

テーマ　苦手な人への接し方（田中一様出題）

対応方法

· 挨拶をする程度で、あまり関わりを持たないようにする

⇒田中様から、「挨拶もしたくない」との発言あり。それ以上SSTを進行することは出来ていない。

※SST実施・進行の検討

・今週はスタッフ２名参加してのSSTであった為、リーダーとコ・リーダーの役割を分ける事が

可能であった。しかし、グループによってはコ・リーダーが座っているのみで、全く動いてくれなかった。

⇒プレミーティングを行い、スタッフの動き方の確認、進行手順やテーマ等について話し合っておく必要がある。打ち合わせをせずに、思うように動いて欲しいと言われても難しい。

＜勉強会＞

服毒・誤飲時の対応

	種類
	救急処置
	症状

	タバコ（浸出液含む）
	咽頭を刺激して、嘔吐。

又は、牛乳・水を飲用後、催吐。
	頭痛・顔面蒼白・脱力・不安・興奮

痙攣・流涎・嘔吐・頻脈

下痢を認め、重症では昏睡・呼吸麻痺

	洗剤・シャンプー
	牛乳・卵白を投与（禁・催吐）

大量服用時は胃洗浄・吸着剤・下剤
	大量ではない限り中毒は無い。

口腔内灼熱感・嘔気・嘔吐・下痢

	リンス
	牛乳を投与
	腐食作用・筋弛緩作用

	掃除用洗剤

（界面活性剤）
	牛乳・卵白を投与
	口腔内灼熱感・びらん・浮腫・

嚥下困難・嗄声

	芳香・脱臭剤

（酸・アルカリ性）
	嚥下物質の成分を確認。（禁・催吐）

大量ではない限り、経過観察
	嘔気・嘔吐・下痢・出血・呼吸困難・意識障害・知覚能力低下

液状・粒状は大量摂取でエタノール中毒の可能性。

	柔軟剤
	経口：牛乳120～240ml投与

眼　：流水で15分以上洗浄
	経口：口腔・咽頭部の灼熱感、咽頭痛、悪心、嘔吐、下痢

大量では、低血圧、不安、錯乱、痙攣、昏睡

	ワイドハイター

(次亜塩素酸ナトリウム)
	経口：牛乳120～240ml投与

眼　：流水で１５分以上洗浄

高濃度液を大量服用の場合は胃洗浄
	悪心、嘔吐、口腔・咽頭・食道・胃の炎症

大量服用時：胃・腸の膨満

	食器洗い用洗剤
	経口：催吐

眼　：流水で１５分以上洗浄
	口腔・咽頭の炎症、悪心、嘔吐、下痢、腹痛

中毒量を摂取した場合、１時間以内に嘔吐

	住居用（バス用）洗剤
	経口：牛乳120～240ml投与

眼　：流水で15分以上洗浄

大量服用後、１時間以内は胃洗浄
	口腔・咽頭の炎症、悪心、嘔吐、下痢、腹痛、大量で運動麻痺、体温低下、痙攣、血圧低下

	入浴剤

（六一〇ハップ）
	胃洗浄、塩類下剤、活性炭の投与
	少量：消化器障害

大量：腸管内で硫化水素を発生

ガス吸入時と同様の症状。

	入浴剤

（バスクリン）
	水を飲ませる、希釈剤の投与
	下痢・腹痛

	石鹸・洗顔剤
	牛乳・卵白を投与

大量服用時は嘔吐
	口腔・咽頭の炎症、悪心、嘔吐、下痢

	ヘアトニック
	経口：催吐

眼　：流水で15分以上洗浄
	千鳥足、嘔気、嘔吐、精神錯乱、会話不明瞭、知覚喪失、視覚の乱れ、低体温、低血糖

	化粧水
	経口：催吐

眼　：流水で15分以上洗浄
	千鳥足、嘔気、嘔吐、精神錯乱、会話不明瞭、知覚喪失、視覚の乱れ、低体温、低血糖

	入れ歯洗浄剤
	牛乳・卵白を投与

胃洗浄（弱アルカリ性製品の大量嚥下）
	口腔・咽頭・食道粘膜の腐食、上腹部痛、嘔気、嘔吐、胃出血、吐血、下痢

	乾燥剤

（シリカゲル）
	ジュースなどの十分な水分を与える
	大体は無症状。時に粘膜便・腹痛

	ボタン・小銭（硬貨）・義歯
	水や食物塊を飲ませて胃に送ろうとすると食道壁の損傷の可能性。

Ⅹ線検査で形状・体内の場所を確認して処置方法を決定（外科処置など）
	食道停滞では嚥下困難・嘔吐・出血の可能性。形状によっては疼痛・出血。

胃内に落下した物は、自然排出され合併症も少ない。

	電池・ボタン電池
	殆どが消化管を通過して48時間以内に自然排出。

Ⅹ線検査で体内の場所を確認。体内に停滞している場合には、外科的に摘出。

食道に数日間停留した場合、漏出した

アルカリにより腐食の可能性あり。
	食道内では種類によるが、損傷・穿孔の危険性あり。食道停滞では嚥下困難・嘔吐・出血の可能性。胃内に落下したものは、自然排出され合併症も少ない。

	紙
	処置不要
	大量に食べた場合、胃内で膨張して危険な事あり。

	ラポテック
	水・牛乳を投与。

腐食作用がある為、禁催吐。

牛乳、生卵、ゼラチン等を用いて胃洗浄を行う。

※

アナフィラキシーショック時ボスミン禁

⇒血圧低下し生命に関わる

ノルアドレナリンを使用
	経口嚥下による咽頭・食道の浮腫・壊死

	トリゾン

(塩化ベンザルコニウム)
	高濃度溶液の場合は腐食作用があるので、催吐は禁忌。

胃洗浄：2～3Lの微温等で、1回250ml以下で実施。
	咽頭痛、流涎、心窩部痛

中枢神経系：精神錯乱、痙攣、脱力、昏睡

循環器系　：低血圧、ショック

呼吸器系　：努力性呼吸、チアノーゼ、窒息

咽頭浮腫、肺水腫

その他　　：眼調節障害

	70％イソプロピル

アルコール
	嘔吐させない。水でよく口腔内を洗い、経口での摂取は禁止。

嘔吐が自然に起こった際には、気道へ吸入しないように、身体を傾斜させる。

保温して速やかに診察を受ける。

胃洗浄は1％炭酸水素ナトリウム液又は、微温等で実施。

エタノールに比べ、毒性および麻酔作用が強い。
	めまいや頭痛

嘔気消化器系：悪心、嘔吐、吐血

中枢神経系　：運動失調、めまい、頭痛、

錯乱、昏睡

循環器系　　：低血圧、ショック

呼吸器系　　：呼吸困難

その他　　　：低体温、低血糖

	精神神経用剤
	催吐・又は胃洗浄。吸着剤と塩類下剤
	精神神経症状・循環器症状・呼吸器症状
























































